
 
大阪大学蛋白質研究所教授会議事要旨 

 

開催日時：令和４年３月１７日（木）１３：３４～１４：５５ 

開催場所：オンライン開催 

出席者 ：２２名 

 

 
○前回議事要旨（案）の確認 
議事に先立ち、前回（２月２４日（木））教授会議事要旨（案）について確認があり承認された。 

 
議    事 

 
【協議事項】  
１．蛋白質研究所特任講師（常勤）の選考について                

３月８日開催の所長補佐会議にて選考委員会を設置し選考を行った候補者の採用について提案が
あり、審議の結果、承認された。 

 

２．招へい教員等の受入れについて                       

招へい研究員の受入れ１０件について提案があり、審議の結果、承認された。 

 

３．蛋白質化学研究部門蛋白質有機化学研究室助教選考委員会の設置について 

    当該研究室主任から選考依頼の連絡があったため、「教員選考委員会」の設置について提案があり、

審議の結果、承認された。 

  引き続き、同委員会の委員について、教員４名の候補者が提案され、審議の結果、承認された。 

 

４．学内委員の選出について 

理学研究科長から依頼のあった委員について、審議の結果、承認された。 

 

５．研究生の受入について 

    研究生２名の受入及び２名の受入（延長）について提案があり、審議の結果、承認された。 

 

６．第 22回 SPring-8夏の学校の主催について 

第 22回 SPring-8夏の学校の主催について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

７．第 36回放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（JSR2023）共催並びに組織委員推薦について 

第 36回放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（JSR2023）の共催及び組織委員を推薦する
ことについて提案があり、審議の結果、承認された。 

 

８．その他                                           

特になし。 
 
 

【報告事項】  

１．各種委員会等報告について 

以下の各種委員会等の報告があった。 

（学内委員会） 

（１）教育研究評議会（３月１６日開催） 

（２）部局長会議（３月１６日開催） 

（３）医歯薬生命系戦略会議（３月１６日開催） 

（４）理工情報系戦略会議（３月１６日開催） 

（５）男女協働推進センター会議（３月２日開催） 

（６）吹田地区事業場安全衛生委員会（３月４日開催） 

（７）学生生活委員会（３月９日開催） 

（８）遺伝子組換え実験安全委員会（３月９日開催） 



（９）核燃料物質連絡委員会（３月９日開催） 
（10）図書館委員会（３月１１日開催） 

（11）国際医工情報センター運営委員会（３月１４日開催） 

 

（所内委員会） 

 （１）運営協議会（３月４日メール開催） 

 （２）共同利用・共同研究委員会（３月１０日開催） 

 （３）共通施設運営委員会（３月１０日開催） 

（４）所内図書委員会（３月９日メール開催） 

 （５）所内動物実験委員会（３月１６日開催） 

 

２．教員評価について 

令和 3年度の教員評価の集計結果について報告があり、３月中に各人に評価結果を通知予定である

旨併せて報告があった。 

 

３．令和 2年度実績に係る部局評価書等の送付について 

令和 2年度実績に係る部局評価書及び部局評価の結果（令和 2年度実績）に基づく予算配分につい

て報告があった。 

 

４．令和 4年度新分野開拓支援プログラム（継続課題）の採択と採択金額決定について 

令和 4年度新分野開拓支援プログラム（継続課題）の採択と採択金額決定について報告があった。 

 

５．旧膜蛋白質化学研究室（旧三間研究室）の備品等について 

旧膜蛋白質化学研究室（旧三間研究室）の備品等について報告があった。 

   また、消耗品等について、希望者には引き取りいただける旨案内があった。 

 

６．吹田市北消防署による立入検査危険物保管量（薬品等）の対応について 

吹田市北消防署による立入検査危険物保管量（薬品等）の対応について報告があった。 

 

７．2月度エネルギー使用量一覧表について 

2月度エネルギー使用量について報告があった。 

 

８．令和４年度会議の開催予定について 

令和４年度会議日程について報告があった。 

 

９．その他 

   ・いちょう祭について 

  令和４年度の実施計画について報告があった。 

 

 

次回教授会開催予定日は、令和４年４月２１日（木）所内産学官連携問題委員会（１３時３０分開始）
終了後に開催予定である旨説明があった。 

 

 

 

 
以  上   


